
2023年11月1日更新

～長大生の未来を支える～

長崎大学と長崎県内の優良企業が連携し、令和４年度より「奨学金支給型長崎共創インターン
シップ」を実施しています。インターンシップを通じ、本学及び学生はキャリア教育の拡充を図り、
企業側は大学教育へのニーズ反映や地場企業への理解促進・魅力アピールが実現する場を目
指します。
参加企業は大学に一定額の寄附を行い、大学はその寄附を活用し参加学生に奨学金として１年
間支援を行うものです。今年度の参加学生は希望職の方々と会話や業務を体験、アンケートで
は全員が満足し、５割の参加学生がエントリーを考えているようです。
〈企画・運営〉長崎大学キャリアセンター・三菱UFJ銀行

❶奨学金支給型長崎共創インターンシップ （R5年度：参加企業８社、インターンシップ生14名）

❷

ご寄附をいただいた皆様に心より感謝申し上げます。

【寄附受入実績】

21,976件 468,923,254円
【西遊サポーター数】

法人・団体：138社 個人：156人 教職員：400人
（2023年9月末現在）

支援事業のご紹介＿

デジマ留学生奨学金の創設 （高額寄附による新たな留学生支援制度の開始）

令和５年７月、本学工学部卒業生の中国の実業家の方から、留学生向け（特にベトナムやフィリ

ピンなど）奨学金制度の創設を目的に西遊基金へ継続的に寄附したい旨の相談がありました。

その申し出を受け本学では、江戸時代世界に開かれた出島、その長崎から羽ばたき国際的に活

躍する人材育成を支援する意味を込め「デジマ留学生奨学金制度」を令和６年度から開始しま

す。ベトナム、フィリピンなどASEAN諸国等の出身の大学院生を対象に、毎年度３人に月額15

万円を１年間支給し、経済的理由で修学が困難な学生を支援します。
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◇令和５年度参加企業（順不同） アイティーアイ、システック井上、谷川建設、日本ベネックス、
橋本商会、 不動技研工業、 三菱長崎機工、西海建設

Vol.６西遊基金だより



今後とも本学の教育研究活動にご理解とご支援を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

➌サークル活動支援基金 （支援サークルからの感謝の声）

この度はご支援をいただき、部員一同、大変感謝いたしており
ます。皆様からご支援いただいた寄附金は、県内にスケートリ
ンクがない状況の中で、福岡のスケートリンクの貸切代や遠
征費に充てさせていただきます。西遊基金を通してご支援下
さったり、新たにお力添えしようとしてくださる方がいらっしゃっ
たりするおかげで、今後、貴重な氷上での練習機会を確保す
ることができそうです。

この度はご寄附をいただきありがとうございました。
放送研究会一同、皆様のご支援に感謝しております。
今回いただいた寄附につきましては活動に使うカメラなどの
備品購入に使わせていただきたいと考えております。
今後ますます放送研究会を発展させていけるように、部員一
同頑張っていきます。
今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。

この度はご寄附をいただき誠にありがとうございます。ラグビー
部部員一同心から感謝申し上げます。いただいた寄附金は、備
品の購入やリーグ戦の運営などに使用させていただく予定です。
今年も9月から開幕するリーグ戦に向けて日々の練習や合宿等
に励んでいます。今年は全勝し、CリーグからBリーグに昇格す
ることを目標に応援してくださる方々に胸を張って報告できるよ
うな良い結果を残せるようチーム全員で戦っていきたいと思い
ます。今後ともご声援、ご支援よろしくお願いいたします。

令和５年８月４日（金）、佐世保市を中心に本学の卒業生をは
じめ、関連病院、お取引企業代表者などをお招きし、昨年11月
の東京交流会に続き、第２回目となる「長崎大学佐世保交流
会」を開催しました。 本交流会は、日頃のご支援に対する感謝
とともに、教育・研究活動に関する現況や取組み等の紹介を通
じて本学へのご理解を一層深めていただき、併せて、本学に対
する期待や要望等を伺うために開催するものです。

【その他、ご支援いただいたサークル】
女子サッカー部、コンピューターサークル、男子バスケットボール部、医学部弓道部、
マルチメディア研究会、空手道部、水産学部海洋研究会、カッター部、経済学部硬式テニス部、
ロケットサークル、医学部ラグビー部、医学部バトミントン部、経済学部軽音サークルほか

【女子アイスホッケー部】

【放送研究会】

【全学ラグビー部】

支援事業のご紹介＿

長崎大学交流会のご紹介＿

西遊基金HP
寄附による支援の公開

寄附の受付など


